
　

厚
生
協
会
は
今
年
１
月

４
日
、「
公
益
財
団
法
人

宮
城
厚
生
協
会
」
に
移
行

し
た
。
２
０
１
３
年
度
の

事
業
計
画
は
公
益
財
団
法

人
と
し
て
最
初
の
計
画
に

な
る
。
公
益
法
人
と
し

て
、
公
益
目
的
事
業
の
推

進
と
経
営
の
透
明
性
、
健

全
性
を
明
示
し
、
社
会
的

責
任
を
さ
ら
に
果
た
す
と

共
に
、
地
域
医
療
・
介
護

の
中
で
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

私
た
ち
は
「
生
命
に
差

別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
を
基
本
に
「
非
営
利

と
人
権
擁
護
」「
平
等
で

公
平
」
な
医
療
と
介
護
・

福
祉
の
拡
大
め
ざ
し
、
命

を
守
る「
最
後
の
拠
り
所
」

と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
医
療
活
動
を
一
層
発
展

さ
せ
る
。

は
じ
め
に

（
厚
生
協
会
の
事
業
、

　
　

経
営
を
め
ぐ
る
環
境
認
識
）

　

政
府
は
、
今
後
の
高
齢
者
増
加

を
想
定
し
て
「
２
０
２
５
年
の
あ

る
べ
き
医
療
・
介
護
の
姿
」
を
示

し
た
。
入
院
医
療
の
機
能
分
化
・

強
化
と
連
携
に
よ
る
、「
医
療
か

ら
介
護
へ
」「
施
設
か
ら
地
域
へ
」

の
流
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
確
立

を
め
ざ
し
て
い
る
。
具
体
化
に
向

け
、
医
療
・
介
護
の
抑
制
、
在
院

日
数
の
短
縮
等
で
早
期
退
院
・
在

宅
復
帰
等
、
医
療
・
介
護
の
重
点

化
・
効
率
化
が
地
域
医
療
計
画
と

の
関
連
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
の
医
療
を
取
り
ま
く
環
境

は
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
法
」
に
よ
る
消
費
税
大
増
税
と

「
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」

に
よ
る
「
国
民
会
議
」
の
行
方
が

注
目
さ
れ
る
が
、
公
的
医
療
保
険

の
範
囲
の
縮
小
や
軽
度
介
護
者
の

保
険
外
し
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
消
費
税
増
税
に

よ
っ
て
医
療
機
関
の
「
控
除
対
象

外
消
費
税
」
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

な
ら
医
療
機
関
の
経
営
に
と
っ
て

極
め
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

厚
生
協
会
は
２
億
円
か
ら
４
億
円

に
な
る
。
医
療
機
関
の
経
営
に
悪

影
響
が
出
て
一
番
困
る
の
は
地
域

住
民
の
方
々
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
と
合
わ
せ
、
政
治
と
医

療
の
関
わ
り
を
し
っ
か
り
捉
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
た

が
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
途
上
で
あ

る
。
一
刻
も
早
く
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
業

の
再
建
援
助
を
求
め
て
い
る
。
国

の
被
災
者
医
療
、
介
護
の
減
免
継

続
抜
き
に
自
治
体
の
財
政
状
況
に

よ
っ
て
自
己
負
担
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
受
診
抑
制
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定)

へ
の
参
加
は
、
地
域
経
済

全
体
に
計
り
知
れ
な
い
被
害
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
医
療
・
介

護
分
野
に
お
い
て
も
、
混
合
診
療

の
拡
大
、株
式
会
社
の
参
入
な
ど
、

自
由
診
療
の
拡
大
で
国
民
皆
保
険

制
度
や
社
会
保
障
が
大
き
く
後
退

し
か
ね
な
い
。

　

何
よ
り
も
平
和
憲
法
を
大
事
に

し
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
国
民
の

生
存
権
、
健
康
権
を
守
る
と
い
う

基
本
に
立
ち
返
り
、
医
療
・
介
護
、

社
会
保
障
で
の
役
割
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
厚
生
協
会
２
０
１
３
年
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
方
針
）

　

以
上
の
厚
生
協
会
を
め
ぐ
る
環

境
認
識
を
踏
ま
え
、
２
０
１
３
年

度
は
次
の
４
点
を
軸
に
事
業
計
画

を
策
定
し
た
。

１
、
今
年
度
は
、
公
益
認
定
法
人

と
し
て
、
公
益
的
事
業
の
推
進
と

経
営
の
透
明
性
、
健
全
性
を
明
示

し
、
民
医
連
経
営
と
し
て
の
社
会

的
役
割
の
発
揮
に
全
力
を
尽
く

す
。

２
、
引
き
続
き
震
災
復
興
に
向
け
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た
運
動
に
取
り
組
み
、「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」「
２
０
２
５

年
の
あ
る
べ
き
医
療
・
介
護
の
姿
」

を
念
頭
に
置
き
、
医
療
・
介
護
等

の
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
環
境
の
変

化
を
機
敏
に
捉
え
、「
た
た
か
い

と
対
応
」
を
軸
に
、
変
化
に
対
応

で
き
る
事
業
戦
略
と
経
営
基
盤
づ

く
り
に
向
け
「
中
長
期
的
事
業
・

経
営
戦
略
」
を
策
定
す
る
。
中
長

期
的
事
業
を
支
え
る
「
人
材
育
成

制
度
」「
幹
部
養
成
」「
新
人
事
賃

金
制
度
」
の
策
定
を
行
う
。

３
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
す
る
中

で
、
患
者
の
受
療
を
守
る
た
め
に

無
料
低
額
診
療
事
業
を
拡
げ
、
残

さ
れ
た
診
療
所
で
の
取
得
の
具

体
化
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
相

談
活
動
等
の
事
業
を
積
極
的
に
行

う
。

４
、
公
益
法
人
と
し
て
出
発
す
る

厚
生
協
会
の
「
中
長
期
的
事
業
・

経
営
戦
略
」
の
大
枠
に
基
づ
き
、

平
成
25
年
度
の
新
た
な
事
業
と
し

て
、
長
町
病
院
の
建
替
を
先
行
さ

せ
、
坂
総
合
病
院
「
救
急
医
療
・

地
域
連
携
・
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

建
設
等
の
着
手
、
高
齢
者
介
護
事

業
の
推
進
、医
療
の
質
向
上
な
ど
、

今
後
の
必
要
な
設
備
投
資
、
資
産

取
得
資
金
と
し
て
、
２
億
円
以
上

を
資
金
確
保
計
画
と
す
る
。

Ⅰ
．
公
益
目
的
事
業

(

目
的)　

医
業
を
民
主
的
に
運
営

し
て
低
額
診
療
に
よ
る
良
心
的
な

医
療
行
為
の
確
立
と
、
一
般
勤
労

者
に
対
し
福
祉
の
増
進
と
利
益
を

は
か
る
た
め
の
厚
生
事
業
を
営
む

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

１
、
患
者
の
立
場
に
た
つ

　
　
　
　
　
　
診
療
を
行
う
事
業

　

患
者
の
立
場
に
立
っ
た
、
無
差

別
平
等
の
医
療
事
業
を
基
本
に
、

室
料
差
額
の
徴
収
を
行
わ
ず
、
人

権
を
守
り
、
安
全
・
安
心
・
信
頼

の
医
療
と
質
の
管
理
、
医
療
整
備

の
点
検
と
再
構
築
を
行
う
。
高
齢

者
が
急
増
す
る
中
で
、
在
宅
医
療

を
重
視
し
、在
宅
療
養
支
援
病
院
・

診
療
所
を
で
き
る
事
業
所
か
ら
取

得
す
る
。

⑴
、
坂
総
合
病
院
は
地
域
医
療
支

援
病
院
と
し
て
、地
域
の
救
急
・
急

性
期
医
療
の
質・
機
能
の
向
上
、救

急
・
紹
介
患
者
の
受
け
入
れ
強
化

に
向
け
、「
救
急
医
療
・
地
域
連
携
・

教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」建
設
等
の
事

業
を
行
う
。「
み
ち
の
く
総
合
診
療

医
学
セ
ン
タ
ー
」を
充
実
し
、家
庭

医
療
・
総
合
診
療
の
教
育
・
臨
床
研

修
に
取
り
組
み
、地
域
医
療
を
担

う
医
師
を
育
て
る
。

⑵
、
大
震
災
で
全
壊
し
た
長
町
病

院
附
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
跡
地
に
新
病

院
建
替
事
業
を
行
う
。
脳
卒
中
、

大
腿
骨
頸
部
骨
折
地
域
連
携
パ
ス

に
参
加
し
連
携
を
重
視
す
る
。
高

齢
者
医
療
、
在
宅
医
療
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
医
療

に
取
り
組
む
。

⑶
、
古
川
民
主
病
院
は
、
遷
延
性

意
識
障
害
患
者
の
積
極
的
受
け
入

れ
、
在
宅
療
養
支
援
病
院
と
し
て

の
役
割
を
位
置
づ
け
、
大
崎
市
家

族
介
護
支
援
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
に

取
り
組
み
、
地
域
開
業
医
や
介
護

施
設
と
の
連
携
を
重
視
し
事
業
を

推
進
す
る
。

⑷
、
泉
病
院
は
、
急
性
期
か
ら
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
、
脳
卒
中
地
域
連
携
パ
ス
に

参
加
し
、
脳
神
経
系
医
療
、
在
宅

の
高
齢
者
・
障
害
者
の
訪
問
診
療
・

訪
問
リ
ハ
等
の
地
域
連
携
を
軸
に

進
め
る
。

⑸
、
診
療
所
は
民
医
連
ら
し
く
地

域
で
の
医
療
・
介
護
の
連
携
を
強

化
し
高
齢
者
の
在
宅
療
養
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
。
若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
体
制
の
変
更
と
経
営
改
善
を

進
め
る
。

⑹
、
歯
科
事
業
は
、
古
川
民
主
病

院
歯
科
で
の
休
日
歯
科
急
患
診
療

で
の
役
割
発
揮
と
共
に
、
介
護
施

設
と
連
携
し
訪
問
歯
科
診
療
を
重

視
す
る
。
古
川
特
別
支
援
学
校
で

の
障
害
児
・
生
徒
の
歯
科
診
療
、

口
腔
健
康
管
理
に
取
り
組
む
。
長

町
病
院
附
属
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

の
訪
問
歯
科
診
療
の
重
視
、
急
患

受
け
入
れ
が
行
え
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

２
、
生
計
困
難
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
無
料
低
額
診
療
事
業

　

何
ら
か
の
経
済
的
理
由
、
大
震

災
復
興
と
生
活
再
建
の
中
で
経
済

的
困
難
な
方
々
が
、
安
心
し
て
受

診
で
き
る
よ
う
、
第
二
種
社
会
福

祉
事
業
と
し
て
無
料
・
低
額
診
療

事
業
を
、
残
さ
れ
た
仙
台
錦
町
診

療
所
、
若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
坂
総

合
病
院
附
属
福
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
の
取
得
に
取
り
組
む
。
広
く
地

域
の
生
活
困
窮
者
へ
の
「
医
療
相

談
」「
生
活
相
談
」「
介
護
相
談
」

を
社
会
福
祉
士
含
め
て
積
極
的
に

援
助
支
援
活
動
に
取
り
組
む
。

３
、
保
健
予
防
・

　
　
　
集
団
的
健
康
管
理
事
業

⑴
、
各
病
院
で
「
協
会
け
ん
ぽ
」

健
診
事
業
の
目
標
を
明
確
に
し
、

各
病
院
・
診
療
所
で
の
専
門
性
を

生
か
し
た
特
定
健
診
・
保
健
予
防

活
動
を
重
視
す
る
。
職
域
健
診
で

は
受
診
者
個
別
の
支
援
だ
け
で
な

く
集
団
と
し
て
の
健
康
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
健
診
活
動

及
び
健
診
評
価
に
取
り
組
む
。
疾

病
予
防
事
業
と
し
て
の
運
動
療
法

に
取
り
組
む
。

⑵
、
健
診
活
動
と
共
に
、
振
動
病
・

頚
肩
腕
障
害
・
職
業
性
腰
痛
、
被

曝
者
健
診
及
び
被
曝
二
世
健
診
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
障
害
や

じ
ん
肺
、
職
業
性
胆
管
癌
に
関
す

る
健
康
相
談
等
労
働
者
・
住
民
の

健
康
問
題
に
取
り
組
む
。

４
、
医
療
従
事
者
の
研
修
教
育
、

　
医
学
・
看
護
学
等
の
研
究
事
業

⑴
、
坂
総
合
病
院
は
医
師
臨
床
研

修
施
設
と
し
て
医
師
養
成
に
努
め

る
と
共
に
、
医
療
技
術
向
上
と
専

門
研
修
の
た
め
国
内
外
大
学
・
研

究
機
関
へ
の
研
修
派
遣
を
引
き
続

き
行
い
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

い
く
。

⑵
、地
域
開
放
型
研
修
会
の
開
催
、

薬
学
生
病
院
実
務
実
習
、
リ
ハ
ビ

リ
関
連
や
看
護
関
連
職
種
等
の
実

習
受
け
入
れ
実
施
を
行
う
。

⑶
、
専
門
資
格
取
得
奨
励
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
学
術
活
動
の
向
上

の
推
進
、
職
員
が
最
低
年
１
回
の

研
修
参
加
保
障
を
行
う
。

５
、
訪
問
看
護
・
介
護
、
通
所
、

　
在
宅
介
護
支
援
事
業
、

　
障
害
者
の
医
療
・
福
祉
事
業

⑴
、
地
域
連
携
を
重
視
し
、
医
療

機
関
・
介
護
事
業
所
と
の
連
携
を

進
め
、
在
宅
看
護
・
介
護
に
取
り

組
む
。
在
宅
の
高
齢
者
、
障
害
者

へ
の
訪
問
診
療
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

に
取
り
組
む
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
患
者

の
自
宅
療
養
支
援
、
緊
急
訪
問
看

護
や
県
特
別
支
援
学
校
の
障
害
児

へ
の
医
療
的
ケ
ア
推
進
事
業
と
し

て
の
訪
問
看
護
に
引
き
続
き
取
り

組
む
。

⑵
、介
護
事
業
を
積
極
的
に
位
置

づ
け
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」構
想
に後期医師団会議
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わ
ず
、
公
益
事
業
活
動
の
充
実
の

た
め
に
各
病
院
・
事
業
所
で
新
し

い
寄
附
金
税
制
の
活
用
推
進
を
積

極
的
に
行
う
。

　

ま
た
、
当
厚
生
協
会
に
対
す
る

寄
附
金
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の

Ｐ
Ｒ
及
び
獲
得
に
努
め
る
。

６
、
災
害
対
策

⑴
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
災

害
を
想
定
し
た
対
応
策
の
検
討
及

び
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
基
本

的
訓
練
等
、定
期
的
に
取
り
組
む
。

⑵
、
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
準

備
を
進
め
る
。
施
設
・
設
備
・
備

品
の
整
備
点
検
、
飲
料
水
・
食
糧
・

医
薬
品
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
備
蓄
と

流
通
の
確
保
に
向
け
、
地
域
の
関

係
団
体
や
業
者
と
協
定
を
結
び
、

優
先
し
て
供
給
さ
れ
る
体
制
を
整

え
る
。
緊
急
時
の
通
信
手
段
を
確

保
す
る
。

⑶
、
診
療
情
報
・
デ
ー
タ
等
の
滅

失
防
止
に
向
け
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

サ
ー
バ
ー
を
青
森
協
立
病
院
と
連

携
し
て
対
応
す
る
。

Ⅱ
．
管
理
及
び
組
織
整
備

伴
う
事
業
の
具
体
化
に
向
け
、宮

城
民
医
連
の
各
法
人
や
地
域
と
の

連
携
を
含
め
、サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
賃
貨
住
宅
、小
規
模
多
機
能
施

設
等
の
住
ま
い
づ
く
り
等
、「
法
人

介
護
事
業
計
画
」を
策
定
す
る
。

⑶
、
24
時
間
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自

立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
向

け
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
う
。

６
、
地
域
住
民
と
の
協
力
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
事
業

　

地
域
住
民
と
協
力
し
て
「
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
め
ざ
し
た
運
動
と
、「
健
康

ま
つ
り
」「
地
域
毎
の
健
康
講
話

会
」「
健
康
相
談
会
」「
離
島
健
診
」

「
仮
設
住
宅
健
康
相
談
会
」「
路
上

生
活
者
等
の
健
康
を
守
る
健
診
・

食
事
会
」
等
の
健
康
増
進
に
取
り

組
み
、
助
け
合
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
健
康
啓
蒙
相
談
活
動
等

を
通
し
た
活
動
に
取
り
組
む
。

　

県
内
に
避
難
し
て
い
る
福
島
第

一
原
発
被
曝
者
、
被
災
住
民
の
健

診
や
相
談
会
、
双
葉
町
か
ら
の
避

難
者
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
診
等
に

取
り
組
む
。

７
、
総
合
的
な
社
会
保
障

　
　
　
制
度
確
立
に
関
す
る
事
業

⑴
、
総
合
的
な
社
会
保
障
確
立
の

た
め
の
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民

の
健
康
権
を
守
る
た
め
、
坂
総
合

病
院
、
長
町
病
院
、
泉
病
院
、
古

川
民
主
病
院
で
社
会
福
祉
士
に
よ

る
医
療
生
活
相
談
援
助
に
取
り
組

む
。

⑵
、
戦
争
政
策
に
反
対
す
る
民
医

連
綱
領
の
立
場
か
ら
憲
法
９
条
、

平
和
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

る
。

⑶
、
医
療
・
介
護
の
現
場
か
ら
生

活
再
建
と
地
域
の
復
興
や
消
費
税

増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
許
さ
ず
、

原
発
ゼ
ロ
め
ざ
し
憲
法
が
真
に
生

か
さ
れ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
運

動
に
取
り
組
む
。

８
、
そ
の
他
、
法
人
の

　
　
　
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

　

医
師
確
保
と
配
置
、
看
護
師
は

じ
め
必
要
な
医
療
技
術
者
の
確
保

と
養
成
事
業
に
取
り
組
む
。

⑴
、
医
師
確
保
と
養
成
、
配
置

　

病
床
稼
働
や
医
療
活
動
の
カ
ギ

を
握
る
医
師
確
保
を
最
重
点
課
題

と
し
て
取
り
組
む
。
新
卒
医
師
10

名
以
上
の
確
保
と
共
に
、
研
修
医

の
定
着
の
た
め
の
医
師
養
成
委
員

会
の
役
割
を
重
視
す
る
。

⑵
、
看
護
師
、
医
療
技
術
者
確
保

と
養
成

　

病
院
の
在
院
日
数
短
縮
が
迫
ら

れ
て
い
る
中
で
、
入
院
医
療
の
質

の
向
上
を
目
指
す
課
題
が
経
営
と

直
結
し
て
お
り
病
院
の
医
療
内

容
、
医
師
体
制
に
見
合
っ
た
医
療

の
質
の
向
上
と
患
者
に
と
っ
て
安

全
・
安
心
の
医
療
の
提
供
実
現
の

向
上
を
目
指
す
。
同
時
に
医
師
・

看
護
師
、
医
療
技
術
者
の
確
保
に

よ
る
労
働
環
境
改
善
、
経
営
改
善

の
三
つ
の
目
標
実
現
の
た
め
確
保

と
定
着
強
化
に
取
り
組
む
。

１
、
企
業
倫
理
の
確
立

⑴
、
法
令
遵
守
と
不
正
及
び
過
失

防
止

　

企
業
倫
理
の
確
立
と
行
動
計
画

に
基
づ
く
役
割
発
揮
に
向
け
、「
内

部
統
制
室
」
を
中
心
に
各
病
院
・

事
業
所
で
の
「
法
令
遵
守
と
不
正

及
び
過
失
防
止
」
の
基
本
方
針
に

基
づ
く
内
部
監
査
の
実
施
、
監
事

会
と
連
携
し
た
整
備
運
用
を
行

う
。

⑵
、
職
員
行
動
指
針
の
徹
底

　

内
部
通
報
制
度
の
運
用
、
職
員

の
倫
理
意
識
の
徹
底
に
向
け
「
職

員
行
動
指
針
」
の
教
育
を
行
う
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ

ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
じ
め

関
係
法
令
の
学
習
会
を
繰
り
返
し

行
う
。

２
、
人
材
育
成
・
幹
部
養
成

⑴
、
厚
生
協
会
の
人
事
政
策
の
作

成
及
び
「
人
材
育
成
制
度
」
策
定
、

「
新
賃
金
制
度
」
の
策
定
に
取
り

組
む
。

⑵
、「
次
代
を
担
う
幹
部
養
成
」

の
具
体
化
に
取
り
組
む
。事
務
幹

部
の
育
成・養
成
を
重
視
し
、新
た

な
幹
部
養
成
学
校
に
取
り
組
む
。

⑶
、
全
職
員
へ
の
育
成
面
接
と
職

場
目
標
に
基
づ
く
個
人
目
標
の
確

立
と
と
も
に
、
業
務
改
善
目
標
に

取
り
組
み
、
改
善
活
動
の
共
有
の

場
と
し
て
の
職
場
業
務
改
善
交
流

集
会
を
開
催
す
る
。

３
、
職
員
の
健
康
管
理

⑴
、
定
期
健
診
診
断
に
お
け
る
有

所
見
率
の
改
善
に
向
け
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
点
検
・
促
進

す
る
。

⑵
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
、

患
者
か
ら
の
暴
言
・
暴
力
対
策
を

強
化
す
る
。

４
、
厚
生
協
会
内
シ
ス
テ
ム
及
び

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

⑴
、
厚
生
協
会
内
の
現
状
の
シ
ス

テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
整

備
を
行
う
。

⑵
、
宮
城
民
医
連
の
各
法
人
及
び

宮
城
民
医
連
事
業
協
同
組
合
と
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
地
域
医
療

連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、「
み
や

ぎ
医
療
福
祉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
の
連
携
の
検
討
を
行
う
。

⑶
、
厚
生
協
会
事
務
セ
ン
タ
ー
化

構
想
を
具
体
化
し
、
事
業
所
実
務

管
理
の
改
善
と
効
率
化
を
進
め
、

人
事
・
給
与
シ
ス
テ
ム
関
連
の
導

入
検
討
を
宮
城
民
医
連
事
業
協
同

組
合
と
協
力
し
な
が
ら
具
体
化
す

る
。

５
、
新
し
い
寄
附
金
税
制

　
　
　
　
　
　
　
活
用
の
推
進

　

公
益
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
に

「
税
額
控
除
」
制
度
が
あ
り
、
個

人
の
寄
附
金
が
優
遇
さ
れ
る
。
当

厚
生
協
会
が
行
っ
て
い
る
、
患
者

の
立
場
に
立
っ
た
、
無
差
別
平
等

の
医
療
、
室
料
差
額
の
徴
収
を
行

新長町病院建設工事開始
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１
月
26
日
（
土
）、
年
明
け
早
々

に
、「
協
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
門
総
会
・
学
習
会
」
が
仙
台
福

祉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
る
医
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
が

一
堂
に
会
す
る
初
め
て
の
企
画
で
、

当
日
は
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
は
①
総
会
：
厚
生
協
会

リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
総
括
（
課
題
整

理
）
と
方
針
お
よ
び
リ
ハ
ビ
リ
医

療
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

提
起
、
②
学
習
会
：
テ
ー
マ
「
超

高
齢
化
社
会
へ
の
処
方
箋
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
と
は
」、
③

懇
親
会
の
３
部
で
構
成
さ
れ
ま
し

た
。

総　

会　

変
遷
す
る
医
療
や
福
祉

情
勢
に
お
い
て
、
厚
生
協
会
リ
ハ

ビ
リ
部
門
の
こ
れ
ま
で
を
総
括
・

課
題
整
理
し
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
確
認
す
る
、
ま
た
、
協
会
内

の
各
事
業
所
に
つ
い
て
理
解
し
合

う
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
会　

講
師
に
総
合
南
東
北
病

院
言
語
聴
覚
士
の
森
隆
志
氏
を
お

迎
え
し
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

栄
養
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
栄
養
」
は
リ
ハ
ビ
リ
に
関
連

す
る
職
種
に
と
っ
て
は
大
い
に
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
わ
か

り
や
す
く
実
例
を
あ
げ
て
の
具
体

的
な
お
話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
り
、
質
問
の
手
も
多
く
上

が
り
ま
し
た
。

懇
親
会　

こ
の
熱
気
は
途
切
れ
る

こ
と
な
く
最
後
の
懇
親
会
に
突
入

し
、
こ
こ
で
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
部
門
と
し
て
の
つ
な
が
り
を

よ
り
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

全
体
を
通
し
て　

時
間
配
分
の
関

係
か
ら
質
疑
の
時
間
が
取
れ
な
か

っ
た
、
も
う
少
し
参
加
者
同
士
が

意
見
交
換
で
き
る
よ
う
な
場
が
ほ

し
か
っ
た
と
い
う
意
見
を
い
た
だ

き
、
反
省
点
も
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
一
方
で
部
門
と
し
て
の
結
束

が
深
ま
っ
た
、
今
後
も
行
っ
て
ほ

し
い
‥
と
い
っ
た
好
意
的
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

決
し
て
こ
の
度
の
会
が
お
祭
り

と
し
て
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、

新
た
な
課
題
に
向
け
て
の
大
き
な

ス
タ
ー
ト
に
な
る
こ
と
を
切
に
願

い
、
自
分
も
今
や
れ
る
こ
と
か
ら

着
実
に
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
い

う
気
持
ち
を
強
く
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

不
安
定
な
雇
用
状
況
と
脆
弱
な

社
会
保
障
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
は

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
制
度
は
低
年
金
、
病

気
、
派
遣
切
り
、
失
業
な
ど
で
暮

ら
し
に
困
っ
た
と
き
「
命
を
守
る

最
後
の
と
り
で
」
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
国
民
の
生
活
実
態

を
見
ず
、
利
用
者
の
声
を
全
く
聞

か
な
い
ま
ま
、
生
活
扶
助
基
準
の

引
き
下
げ
な
ど
で
保
護
費
を
３
年

間
７
４
０
億
円
も
削
減
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

全　体　会

9名の医師からあいさつがありました

学習会の様子

�

宮
城
厚
生
協
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
責
任
者

山
根　

佳
子

新
た
な
課
題
に
向
け
て
の

�
大
き
な
ス
タ
ー
ト
に

「
第
１
回
宮
城
厚
生
協
会

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
総
会
・
学
習
会
」
開
催

�

坂
総
合
病
院
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

本
庄
美
也
子

生
活
保
護

～
命
を
守
る
最
後
の
と
り
で
～
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貧
困
世
帯
に
さ
ら
な
る
貧
困
を

強
い
る
削
減
は
、
す
べ
て
の
国
民

に
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
」
を
保
障
し
た
憲
法
25
条

に
違
反
し
て
い
ま
す
。

「
命
を
つ
な
ぐ
だ
け
」
の�

�
も
の
に

　

私
た
ち
が
２
０
０
６
年
に
強
行

さ
れ
た
、
老
齢
加
算
廃
止
後
の
影

響
を
調
査
し
た
と
き
も
「
つ
ま
し

い
食
事
を
一
日
2
回
」「
服
や
履
物

は
何
年
も
買
っ
て
い
な
い
」「
灯
油

を
節
約
し
て
昼
間
は
ス
ト
ー
ブ
を

つ
け
な
い
」
な
ど
の
切
り
詰
め
た

生
活
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

当
時
、
訪
問
し
た
80
歳
代
の
女

性
は
築
60
年
と
い
う
戦
後
ま
も
な

く
建
て
ら
れ
た
家
屋
の
２
階
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
風
呂
は
屋
外
、

玄
関
か
ら
す
ぐ
に
急
な
階
段
、
老

朽
化
で
雨
漏
り
も
あ
り
高
齢
者
に

は
と
て
も
厳
し
い
環
境
で
し
た
。

こ
の
方
の
生
活
保
護
費
は
家
賃
を

除
き
、
月
額
６
５
，
８
７
０
円
、

冬
期
間
は
１
万
円
の
加
算
が
あ
る

だ
け
で
す
。
老
齢
加
算
の
廃
止
は

さ
さ
や
か
な
趣
味
や
近
所
づ
き
あ

い
、親
族
と
の
交
流
を
遠
ざ
け
「
命

を
つ
な
ぐ
だ
け
」
の
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
憲
法
25
条
を
無
視
し
生

存
権
を
踏
み
に
じ
る
行
為
に
、
老

齢
加
算
廃
止
で
さ
ら
な
る
困
窮
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
高
齢
者
は
全
国

で
提
訴
し
裁
判
に
訴
え
ま
し
た
。

低
所
得
者
に
も
深
刻
な
打
撃

　

今
回
の
削
減
は
過
去
に
例
を
見

な
い
大
幅
な
も
の
で
、
減
額
対
象

は
受
給
世
帯
の
96
％
に
の
ぼ
り
、

最
大
10
％
減
額
さ
れ
る
世
帯
、
月

２
万
円
カ
ッ
ト
さ
れ
る
夫
婦
子
供

２
人
世
帯
も
発
生
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

影
響
は
受
給
者
だ
け
で
な
く
、

低
所
得
者
に
も
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
護
基

準
は
国
や
地
方
自
治
体
の
様
々
な

制
度
の
適
用
対
象
「
基
準
」
と
し

て
連
動
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
小

中
学
生
へ
の
学
用
品
代
や
給
食
費

を
支
給
す
る
就
学
援
助
、
住
民
税

の
非
課
税
限
度
額
の
算
定
、
保
育

料
や
医
療
・
介
護
の
保
険
料
減
免

制
度
な
ど
、
保
護
基
準
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
負
担
増
に
な
っ
た
り
、

今
ま
で
利
用
で
き
た
制
度
か
ら
締

め
出
さ
れ
た
り
、
利
用
で
き
な
く

な
る
人
が
続
発
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

「
無
料
低
額
診
療
」
実
施
状
況

　

宮
城
厚
生
協
会
4
病
院
が
実
施

し
て
い
る
「
無
料
低
額
診
療
」
も

保
護
基
準
を
も
と
に
算
定
し
て
い

ま
す
。

　

坂
総
合
病
院
で
昨
年
度
の
面
談

に
よ
る
「
無
料
低
額
診
療
」
受
付

け
は
98
件
あ
り
ま
し
た
。
生
活
保

護
基
準
の
１
２
０
％
以
下
を
全
額

免
除
、
１
５
０
％
以
下
を
半
額
免

除
と
し
て
い
ま
す
。
申
請
の
７

割
を
超
え
る
世
帯
が
保
護
基
準

１
２
０
％
以
下
の
全
額
免
除
に
該

当
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
８

割
で
生
活
保
護
基
準
以
下
の
世
帯

収
入
し
か
な
い
の
で
す
。

　

実
態
は
無
年
金
、
低
年
金
、
就

労
者
で
あ
っ
て
も
低
賃
金
、
非
正

規
労
働
、
子
ど
も
の
教
育
費
増
、

家
賃
が
高
額
、
重
い
税
や
社
会
保

険
料
、
生
活
の
た
め
に
借
り
た
ロ

ー
ン
の
返
済
で
、
本
当
に
ぎ
り
ぎ

り
の
生
活
を
何
と
か
維
持
し
て
暮

ら
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
医

療
費
支
払
い
の
事
態
が
発
生
し
て

は
も
う
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

「
無
料
低
額
診
療
」
の
相
談
か
ら
生

活
保
護
受
給
に
つ
な
が
っ
た
の
は

11
件
あ
り
ま
し
た
が
、
保
護
基
準

以
下
世
帯
の
２
割
に
も
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

制
度
が
最
大
限�

�

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
事

　

生
活
保
護
を
申
請
し
な
い
理
由

は「
自
動
車
が
保
有
で
き
な
い
」「
葬

式
代
と
し
て
貯
め
た
預
金
を
持
っ

て
い
た
い
」「
生
命
保
険
は
解
約
し

た
く
な
い
」「
世
間
の
目
が
気
に
な

る
」
な
ど
で
す
が
、
生
活
保
護
を

受
給
す
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
覚
悟
が
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
生
活
に
困
っ
た
場

合
、
後
に
も
先
に
も
生
活
保
護
し

か
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
か

ら
、
申
請
を
た
め
ら
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

頻
回
に
救
急
外
来
を
受
診
し
た

60
歳
代
の
男
性
は
、
重
い
心
疾
患

で
し
た
。
会
社
の
倒
産
で
職
を
失

い
、
雇
用
保
険
の
給
付
切
れ
で
家

賃
も
滞
納
し
、
こ
れ
以
上
ど
う
に

も
な
ら
な
い
く
ら
い
切
迫
し
て
い

ま
し
た
が
、
生
活
保
護
受
給
が
決

ま
り
、
仙
台
の
病
院
で
手
術
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

70
歳
代
の
女
性
は
無
年
金
で
し

た
。
夫
の
月
12
万
円
の
年
金
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
夫
が
亡
く

な
り
収
入
が
途
絶
え
、
生
活
保
護

を
受
給
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
生

活
の
目
処
が
た
ち
ま
し
た
。

　

生
活
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
に
制
度
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

共
感
・
共
同
の
運
動
で
、�

�

公
正
で
平
等
な
社
会
を

　

国
民
の
暮
ら
し
は
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

私
た
ち
被
災
地
に
暮
ら
す
人
々
の

雇
用
不
安
、
健
康
被
害
、
生
活
苦

は
深
刻
な
事
態
で
す
。
貧
困
は
、

別
世
界
の
特
殊
な
問
題
で
は
な
く
、

社
会
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
政
治
に
無
関
心
で
も
、

政
治
は
私
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て

悪
政
を
押
し
付
け
て
き
ま
す
。

　

貧
困
を
解
決
す
る
力
は
、
一
人

で
は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
解
決
す

る
意
思
を
持
っ
て
、
共
感
・
共
同

の
運
動
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
公

正
で
平
等
な
社
会
を
め
ざ
せ
る
と

思
い
ま
す
。
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“私だけの旅のしおり”
　一年中、旅のことばかり考えています。
言葉も文化も違う土地に行くのが好きな
のです。
　行き先、旅の目的、渡航手段を決めたら、
“私だけの旅のしおり”を作りはじめます。
目いっぱい楽しみたいときはかなり綿密
なスケジュール。のんびりするのが目的
なら予定をいれず。予定外のことも楽し
みます。一年かけて、地理歴史、民族文
化、治安情報なども徹底的に調べます。ガイドブックを暗記するほど。現地在住者のブログも見て、
最新情報も入手します。せっかくの楽しみですからね。「なるほど、それは一年がかりだね」と思
うでしょう？年に一度のご褒美、というよりは、“旅を中心に毎日がまわっている”ようです。
旅のテーマは“こんな思い出つくろう”
　これだけやれば、どこにでも、1人で行ける自信はあります。
　ベトナム名物バイクの洪水を横切るのだって、スリがうろうろしているパリの空港での夜明か
しだって平気です。周りは危ないと思っているかもしれませんがね。
　私の旅のテーマは“こんな思い出つくろう”。
　世界遺産の素晴らしい光景よりも、あわやのトラブルや、思いがけない現地でのエピソードが
なぜだか心に残ります。少しだけご紹介します。

1999年ニューヨーク マンハッタン　友人と意見が合わず、旅先なのに機嫌を損ねていた私に、
「SMILE！」と笑いかけてくれた惣菜屋の店員さんは、どうしているかな？
1995年1999年スペイン バルセロナ　完成までに数十年とも百年以
上とも言われていた、アントニオ・ガウディの代表作、サグラダ・ファミリア（聖
家族教会）。４年後に訪れた時は少しだけ工事が進んでいて、「ああ、時
間は確実に流れているんだな」と気づかされたけれど、今はどうなってい
るかな？

2000年ベトナム　中国国境の
少数民族の村　道案内をして
くれたあと、お土産買ってといってきた商売上手のあの女の
子は、いくつになったかな？お店でもやって、繁盛している
んだろうか？　鼻水垂らして、裸足でおにいちゃんの後を追
いかけていたあの男の子は、学校に行っているかな？
2007年台湾　現金約３千円しか持ち合わせが無くて、よう
やく探し当てた一泊1500円くらいの宿。窓ガラスが割れてい
て風が吹き込んできた。「窓割れてますけど」って宿の人に
言ったら「ああ、そうだね。」…終了。そうだよね、台湾だ

もの、暖かいもの…。「申し訳ございません。すぐに別のお部屋をご用意します。」って言ってく
れるのは、おそらく日本人だけ。
2010年プラハ　初めて体験したオペラ鑑賞。豪華
絢爛の劇場で私はため息ばかりだったけれど、見に
きている現地の人は「いつも見に来ているのよ」的
なオーラ全開で本当に気軽な様子。文化が街に、国
に根付いているんだと気づかされました。

　ご紹介したいエピソードはまだまだありますが、本日はここまで。
新たな発見を求めて、私の旅はまだまだ続きます。

旅の楽しみ
泉病院言語聴覚士 岩渕　由香

サグラダ・ファミリア建築中

ベトナム少数民族の兄弟 ベトナム少数民族の
商売上手な女の子

プラハの市庁舎

プラハのオペラ劇場
のバルコニー席
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